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問１ 科学技術行政の総合的推進 問１４ 研究所・研究開発型企業誘致
問２ 公設試験研究機関（機関別経費等） 問１５ 技術指導・技術相談
問３ 公設試験研究機関（再編整備） 問１６ 公募形式研究開発制度
問４ 公設試験研究機関（研究機能強化） 問１７ 科学技術情報制度整備
問５ 理科系高等教育機関 問１８ 知的所有権制度普及
問６ 医療機関 問１９ 発明奨励
問７ 財団法人・第３セクター支援（研究開発） 問２０ 人材育成（専門的技術分野）
問８ 財団法人・第３セクター支援（その他） 問２１ 人材育成（研究ポテンシャル向上）
問９ 基金（法人以外） 問２２ 国際交流（拠点整備）
問１０ 自然科学系博物館・科学技術系教育施設 問２３ 国際交流（交流推進）
問１１ 研究交流推進（共同研究実施段階） 問２４ 科学技術教育
問１２ 研究交流推進（その他研究交流） 問２５ 住民理解
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"Systematic attempts to look in the longer-term future of science, technology,economy
and society with a view to identifying emerging generic technologies likely to yield the
greatest economic and social benefits"
と定義している。
例えばアメリカはデルファイ調査のような"狭義"の技術予測は実施していないが、NSFの支援






























































は"Technology Foresight Application in the





















参照)の年次総会のセッション（Priorities, Opinion, Policy : How National Assessment
14
/Foresight Informs Priority Setting）にスピーカーとして参加する機会を得た。
本セッションは、米国ＮＳＦのジェニファー・ボンド女史（科学技術指標部門プログラム・ディレク










































































































（Sesquicentennial）を迎えるAAAS(American Association for the Advancement of Science, 米国
科学振興協会)は、全ての分野(disciplines)に亘る科学技術の振興及び科学技術に対する理解
増進に資することを目的としている。また、雑誌「Science」の発行元でもある。化学会、米人類学
会、米植物学会など多くの権威ある学会はAAASから生まれている。会員は、科学者、技術者、
科学教育者、政策策定者など、世界全体で約15万人おり、加入(affiliated)学協会は280以上に
なる世界最大の科学技術協会の連合体となっている。
創立150周年記念の今年のAAAS年次総会には、クリン
トン大統領が出席し、スピーチを行った。大統領が出席
してスピーチをするのは、1948年の創立100周年時のト
ルーマン大統領以来二人目とあって、5000人以上が本
総会に出席するという盛り上がりであった。
５０年前のトルーマン大統領のスピーチでは、NSFの早
期設立が呼びかけられたが（２年後の１９５０年設立）、
クリントン大統領のスピーチでは、大統領科学顧問及び
NSF長官の人事発表や科学技術者への信頼に基づく
明るい将来社会への期待表明などがなされ、印象深い
ものがあった。
大統領のスピーチのほか、5つのPlenary Lecture, 20近
くのTopical Lecture,数多くの分野にわたる130以上の
セッションが行われ、アルビン・トフラー氏やクローン羊
の「ドリー」のイアン・ウィルムット博士を初めとする有名
人やノーベル賞受賞者など各分野の著名な専門家のス
ピーチがあり、専門家はもとより学生も多数参加してい
た。
クリントン大統領のスピーチの際、大ホールの前方左側の一区間が聴覚障害者用になってお
り、手話通訳者が手話でスピーチの内容を伝えるとともに、前方のスクリーンに大統領の様子と
スピーチの文字（少し遅れ）が映し出されていて、多くの聴覚障害者が大統領のスピーチをその
場で理解できるようになっていたのには感心させられた。大統領スピーチ以外でも、Plenary
Lectureでは、他にも手話通訳付きのものがあった。
今回の年次総会は、AAAS創立150周年記念ということで種々のイベントもあり盛況であったが、
日本からの参加者がほとんど見られず、多少、寂しく感じられた。また、1989年には「日本の科
学」、1991年には「日本の工学」というセッションが設けられたことを考えると、米国側の日本の科
学技術に対する関心も弱くなったと言え、その意味でも寂しく感じられた。米国側の日本に対す
る関心はともかく、日本側からもっとAAASに関心を向け発信していくべきであろう。次回の
AAAS年次総会は、来年１月２１日〜２７日にカルフォルニアのアナハイム（Anaheim）で開催さ
れる。 
.最近の動き／Current Trends
○ 顧問会議／Advisory Meeting
３月９日（月）、顧問会議を開催し、当研究所より「研究評価の実施」、「平成９年度の研究活動」
及び「平成１０年度の研究計画」並びに当研究所の機関評価に向けての準備状況について説
明した。顧問の方々からは、当研究所が今後取り組むべき課題などに関して貴重なご意見をい
ただいた。
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○ 海外出張 
1/31-2/7 桑原第４調査研究グループ総括上席研究官（タイ国）
2/12-18 佐藤所長（米国）
2/17-3/1 平澤第２研究グループ総括主任研究官（米国）
編集後記
年度末を迎えて今年は例年になく忙しい感じがする。年度末は１年間の整理の仕事が入るから
当然として、今年は国際ワークショップやSTS会議の外に、来年度の１０周年関連の様々な準備
も入っている。しかし多忙だからと言ってそれだけで必ずいい仕事をしているわけではないこと
も肝に銘じたい。いい仕事とは、いい成果の筈であろう。昔、科学技術庁の３局再編（現在の科
学技術政策局、科学技術振興局、研究開発局への再編）に参加したことがある。このとき政策局
は、予算要求や税制要望などの仕事をできる限りはずし、政策立案業務に特化するよう方針が
とられた。政策立案業務は、計画策定や白書執筆などの内容で評価されるべきであるから、そ
れと取り紛れる現場業務を持つのはよくないと言う判断であった。特に意識しないうちに職員が
目標を取り違える恐れがあるからという主張が強くあった。政策官庁の組織論としては一つの筋
道を通した考え方であったように思う。忙しいというといつもこのときの議論が思い出される。
（K）
トップへ
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